
 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索業者によるネット検索や県内の小中学校及び高等学校

を対象に行ったケータイに関するアンケート調査結果につい

て報告しました。また、携帯電話事業者と協働で作成した保

護者に対するフィルタリング推奨チラシや保護者等によるネ

ット啓発チームの活動について紹介しました。 

平成２３年１２月１３日に第２回ケータイ・ネット対策事業実行委員会を開催しました。委員

会では、本事業の取組の経過報告を行ったあと、大手サイト運営者（DeNA、GREE、

CyberAgent、mixi）等と、ケータイ・ネットの危険性から子どもたちを守るための意見交換等

を行いました。 

中高生のプロフタイプの検出が減少し、小学生のプロフタ

イプの検出が増加傾向にあります。また、個人情報の検出に

ついては、ＥＭＡ（モバイルコンテンツ審査・運用監視機構）

未認定サイトが多く、掲示板サイトは誹謗中傷が書き込まれや

すいことなどの検査結果が出ました。 

 子どもたちと年齢が近いので、同じ目線で、スマートフォ

ンを使った検索活動を、８月から毎週１回行ってきました。

スマートフォンには、子どもたちが興味を持ちそうな危険な

アプリがたくさんあることや、コミュニティサイトで簡単に

個人情報を伝えることができるなど、ＳＮＳや掲示板に潜む

危険性が分かってきました。 

 子どもたちに人気のコミュニケーションサイトに、構造的に潜む危険の外形

的な評価方法や、子どもたちのネットデビューのあり方のモデル化に取り組ん

だり、保護者向けの教育啓発教材の開発や提供などを行ったりしています。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

「名前、住所、電話番号、メールドレスなどの個人情報を公開してはいけませ

ん。」「他人の悪口や嘘を書いてはいけません。ネットは決して匿名ではありませ

ん。」「ネットの外では人に会ってはいけません。」といった利用上の基本ルール

を設定したり、２４時間体制でのサイトパトロール等を実施したりしています。 

 携帯電話を安全に利用いただくための「利用者（子ども）登録」を行ったり、

「１８歳未満のユーザーと１８歳以上とのメールの送受信が原則制限」などの年

齢別の利用制限を設けたりしています。また、２４時間体制でネットパトロール

を実施したり、学校などにも出向いて、啓発活動等を行ったりしています。 

  サービス内での健全化に向けた取組として、１８歳未満向けの注意喚起のため

の特設ページを立ち上げたり、１８歳以上と未満向けユーザーの活動エリアの切

り分け（年齢別利用制限）をしたりしています。また、ネットパトロールを行い、

全画像の目視監視等を行うなどの啓発活動を行っています。 

 面識のない人とのコミュニケーションによって、思わぬトラブルに巻き込まれ

ることを防止するため、青少年ユーザーには通常機能とは異なる設定がされてい

ます。２４時間体制で目視確認を行う「ヒューマンパトロール」を行ったり、ユ

ーザー向けの啓発コンテンツを掲載したりするなどの啓発活動を行っています。 

携帯電話の契約やゲームサ

イト等の見守りについて、それ

ぞれの機関が連携することで、

さらに子どもたちを被害から

守ることにつながると思った。 

教育委員会と携帯電話事業者

が連携して作成しているフィル

タリング設定についての推奨チ

ラシを、保護者向けに配付する

だけでなく、携帯電話事業者や

量販店など保護者が携帯を購入

する店にも置いていただけると

大変ありがたい。 

 
保護者のフィルタリングの

認識が低く、知らないうちに子

どもたちが被害に巻き込まれ

ている現状がある。保護者自身

が携帯の怖さや子どもたちの

利用状況について知る必要が

ある。 

ゲームサイトは、子どもたち

にとって大変魅力的なもので

ある。業者も「子どもたちを守

る」という気持ちを持ってサイ

トパトロール等の取組をして

いただきたい。 

平成２４年度から中学校で実

施される新学習指導要領には、

情報教育の内容が多く盛り込ま

れており、学校現場においても、

モラル教育、リスク教育を一層

充実させていきたいと考えてい

る。 


